
(57)【要約】

本発明は、椎間板疾患を非侵襲超音波治療するための装

置に関する。この装置は治療用超音波変換器（２）を備

え、該治療用超音波変換器（２）は、前記治療用超音波

変換器（２）が超音波領域（３）を生成し、椎間板（５

）、好ましくは髄核（６）を加熱するために、超音波領

域の温度焦点（Ｆ）を椎間板（５）内、好ましくは髄核

（６）内に位置付けることにより、患者（４）の椎間板

（５）、好ましくは髄核（６）を治療するために設けら

れている。治療用超音波変換器（２）は、「フェイズド

アレー」タイプの変換器であり、また、患者（４）の組

織（１０）の音響特性を測定するための診断超音波変換

器（８）を備えている。光学ナビゲーティング装置（１

４）は、少なくとも１台の診断カメラ（１５）と、基準

装置（２１）上および治療用超音波変換器（２）上のポ

ジション・トランスミッタ（２４、７）へ信号を送信す

なわち伝送し、かつ／または前記ポジション・トランス

ミッタ（２４、７）からの反射信号およびその他の信号

を受信するようになされた、少なくとも１つの信号受信

および／または信号送信ユニット（２５）とを備えてい
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 （ ４ ） の 椎 間 板 （ ５ ） 、 好 ま し く は 髄 核 （ ６ ） を 加 熱 す べ く 、 超 音 波 領 域 （ ３ ） の 温
度 焦 点 （ Ｆ ） が 椎 間 板 （ ５ ） 、 好 ま し く は 髄 核 （ ６ ） 内 に 位 置 付 け ら れ る よ う に 該 超 音 波
領 域 （ ３ ） を 生 成 す る 、 椎 間 板 （ ５ ） 、 好 ま し く は 髄 核 （ ６ ） を 治 療 す る た め の 少 な く と
も １ つ の 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） が 設 け ら れ 、 か つ 、
治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） が 、 該 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ エ レ メ ン
ト （ Ｇ ） と 、 該 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 超 音 波 領 域 （ ３ ） の 温 度 焦 点 （ Ｆ ） と の 間 の
距 離 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 「 フ ェ イ ズ ド ア レ ー 」 タ イ プ の 変 換 器 で あ る 、
椎 間 板 疾 患 を 非 侵 襲 超 音 波 治 療 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
治 療 を 施 す た め に 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） が 位 置 付 け ら れ る 領 域 と 、 治 療 を 施 す べ き 椎
間 板 （ ５ ） 、 好 ま し く は 髄 核 （ ６ ） と の 間 の 患 者 （ ４ ） の 組 織 （ １ ０ ） の 音 響 特 性 を 測 定
す る た め の 診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） を 備 え 、
治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） と 協 働 す る 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 （ １ ４ ） が 設 け ら れ 、 該
光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 （ １ ４ ） が 、 治 療 を 施 す べ き 椎 間 板 （ ５ ） が 位 置 付 け ら れ た 処
置 領 域 （ １ ６ ） の 解 剖 構 造 （ １ ７ ） の 少 な く と も １ 枚 の 写 真 ま た は 像 を 映 し 出 す よ う に な
さ れ た 少 な く と も １ 台 の 診 断 カ メ ラ （ １ ５ ） を 備 え 、
光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 （ １ ４ ） が 、
ａ ） 椎 間 板 （ ５ ） 、 好 ま し く は 髄 核 （ ６ ） に 対 す る 位 置 が セ ッ ト さ れ た 基 準 装 置 （ ２ １ ）
上 、 お よ び
ｂ ） 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） で あ っ て 、 前 記 処 置 領 域 （ １ ６ ） に 対 す る 自 身 の 位 置 が 測
定 さ れ 得 る よ う に な さ れ て い る 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） 上 、
の ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ （ ２ ４ 、 ７ ） へ 信 号 を 送 信 す な わ ち 伝 送 し 、 か つ ／ ま た は
、 前 記 ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ （ ２ ４ 、 ７ ） か ら 反 射 信 号 ま た は そ の 他 の 信 号 を 受 信
す る よ う に な さ れ た 、 少 な く と も １ つ の 信 号 受 信 お よ び ／ ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト （ ２ ５
） を さ ら に 備 え 、 か つ 、
診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） と 協 働 す る コ ン ピ ュ ー タ （ ２ ９ ） が 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ）
の 超 音 波 領 域 （ ３ ） の 温 度 焦 点 （ Ｆ ） を 、 治 療 を 施 す べ き 椎 間 板 （ ５ ） 内 、 好 ま し く は 髄
核 （ ６ ） 内 に 出 現 さ せ る こ と が で き る よ う 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の ト ラ ン ス ミ ッ タ
・ エ レ メ ン ト （ Ｇ ） の 適 切 な 設 定 値 を 、 診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） に よ っ て 測 定 さ れ る 音 響
特 性 に 基 づ い て 計 算 す る よ う に 設 計 さ れ た 少 な く と も １ つ の プ ロ グ ラ ム （ ソ フ ト ウ ェ ア ）
を 備 え 、 別 法 と し て 、 あ る い は 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 前 記 設 定 値 と 組 み 合 わ せ て 、
前 記 プ ロ グ ラ ム （ ソ フ ト ウ ェ ア ） に 、 処 置 を 施 す べ き 椎 間 板 （ ５ ） 内 、 好 ま し く は 髄 核 （
６ ） 内 に 前 記 温 度 焦 点 （ Ｆ ） が 出 現 す る よ う に 、 前 記 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 （ １ ４ ）
に よ っ て 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） を 位 置 付 け る こ と が で き る よ う 、 前 記 治 療 用 超 音 波 変
換 器 （ ２ ） に 対 す る 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 超 音 波 領 域 （ ３ ） の 温 度 焦 点 （ Ｆ ） の 位
置 を 、 そ の 焦 点 特 性 の 観 点 か ら 、 前 記 音 響 特 性 お よ び 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 設 定 値
に 基 づ い て 計 算 さ せ る こ と が で き る よ う に な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
コ ン ピ ュ ー タ （ ２ ９ ） が 、 処 置 を 施 す べ き 髄 核 （ ６ ） 内 に 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 超
音 波 領 域 （ ３ ） の 温 度 焦 点 （ Ｆ ） が 出 現 す る よ う に 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 設 定 値
を そ の 焦 点 特 性 の 観 点 か ら 、 診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） に よ っ て 測 定 さ れ る 音 響 特 性 、 お よ
び 治 療 を 施 す べ き 椎 間 板 （ ５ ） 、 好 ま し く は 髄 核 （ ６ ） に 対 す る 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２
） の 位 置 に 基 づ い て 計 算 す る よ う に 設 計 さ れ た 、 少 な く と も １ つ の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ
ラ ム （ ソ フ ト ウ ェ ア ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
コ ン ピ ュ ー タ （ ２ ９ ） が 、 温 度 焦 点 （ Ｆ ） に お け る 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 超 音 波 領
域 （ ３ ） の 加 熱 効 果 を 、 診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） に よ っ て 測 定 さ れ る 音 響 特 性 に 基 づ い て
計 算 す る よ う に 設 計 さ れ た 、 少 な く と も １ つ の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム （ ソ フ ト ウ ェ ア
） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 ４ 】
診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） が 、 音 響 特 性 を 測 定 す る た め に 、 前 記 組 織 （ １ ０ ） の 異 な る 層 の
厚 さ を 測 定 す る た め に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） が 、 前 記 組 織 （ １ ０ ） の 写 真 ま た は 像 を 生 成 す る た め に 設 け ら れ
る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） が 、 信 号 受 信 お よ び 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト （ ２ ５ ） と 協 働 す る ポ ジ シ
ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ （ １ ２ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
診 断 超 音 波 変 換 器 （ ８ ） お よ び 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） が 同 一 ユ ニ ッ ト で あ る こ と を 特
徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
診 断 カ メ ラ （ １ ５ ） が Ｘ 線 カ メ ラ （ １ ８ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
Ｘ 線 カ メ ラ （ １ ８ ） が 、 モ ニ タ （ １ ３ ） に 表 示 さ れ る 処 置 領 域 （ １ ６ ） の 解 剖 構 造 （ １ ７
） の 位 置 を 測 定 す る よ う に な さ れ た マ ー カ （ ２ ０ ） を 備 え た 較 正 装 置 （ １ ９ ） を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
モ ニ タ （ １ ３ ） が 、 ２ カ 所 の 異 な る 位 置 か ら Ｘ 線 カ メ ラ （ １ ８ ） を 使 用 し て 撮 影 さ れ た 、
前 記 解 剖 構 造 （ １ ７ ） の ２ 枚 の Ｘ 線 写 真 を 表 示 す る た め に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
診 断 カ メ ラ （ １ ５ ） が 、 患 者 （ ４ ） の 椎 間 板 （ ５ ） 部 分 の 解 剖 構 造 （ １ ７ ） の 像 を 生 成 す
る た め に 設 け ら れ た コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 （ Ｃ Ｔ ） ス キ ャ ナ で あ り 、 前 記 像 が コ ン ピ ュ ー
タ ・ プ ロ グ ラ ム （ ソ フ ト ウ ェ ア ） に よ っ て 処 理 さ れ 、 モ ニ タ （ １ ３ ） に 三 次 元 画 像 が 映 し
出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） が 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ エ レ メ ン ト
（ Ｇ ） に 対 す る 、 前 記 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 超 音 波 領 域 （ ３ ） の 温 度 焦 点 （ Ｆ ） の
計 算 決 定 に よ っ て 手 動 で 位 置 決 め さ れ る た め に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の
い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） が 位 置 決 め 装 置 （ ３ ３ ） 上 に 設 け ら れ 、 そ れ に よ り 治 療 用 超 音
波 変 換 器 （ ２ ） が 、 治 療 を 施 す べ き 椎 間 板 （ ５ ） 、 好 ま し く は 髄 核 （ ６ ） に 対 し て 位 置 決
め さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
信 号 受 信 ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト （ ２ ５ ） が 、 赤 外 光 の 形 態 の 信 号 を 受 信 ま た は 送 信 す る
た め に 設 け ら れ 、 か つ 、 前 記 ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ （ ７ 、 １ ２ 、 ２ ４ ） が 、 赤 外 光
の 形 態 の 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る た め に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず
れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） の 温 度 焦 点 （ Ｆ ） の 温 度 が ４ ５ ℃ を 超 え る こ と を 特 徴 と す る 前
記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
較 正 装 置 （ １ ９ ） が 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２ ） に よ っ て 放 出 さ れ る 、 前 記 治 療 用 超 音 波
変 換 器 （ ２ ） の 温 度 焦 点 （ Ｆ ） に お け る 効 果 、 お よ び ／ ま た は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 （ ２
） の ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ エ レ メ ン ト （ Ｇ ） に 対 す る 前 記 温 度 焦 点 （ Ｆ ） の 位 置 を 較 正 す る た
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め に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
基 準 装 置 （ ２ １ ） が 、 患 者 の 脊 柱 内 の 脊 椎 （ ２ ２ ） 、 好 ま し く は 前 記 脊 椎 （ ２ ２ ） の 棘 状
突 起 （ ２ ３ ） に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
基 準 装 置 （ ２ １ ） が 、 金 属 ボ ー ル 、 好 ま し く は タ ン タ ル ・ ボ ー ル か ら な る ポ ジ シ ョ ン ・ ト
ラ ン ス ミ ッ タ （ ２ ４ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 （ １ ４ ） の 信 号 受 信 ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト （ ２ ５ ） が 、 少 な
く と も １ つ の Ｘ 線 装 置 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 患 者 の 椎 間 板 、 好 ま し く は 髄 核 を 加 熱 す べ く 、 超 音 波 領 域 の 温 度 焦 点 が 椎 間 板
内 、 好 ま し く は 髄 核 内 に 位 置 付 け ら れ る よ う に 該 超 音 波 領 域 を 生 成 す る 、 椎 間 板 、 好 ま し
く は 髄 核 を 治 療 す る た め の 少 な く と も １ つ の 治 療 用 超 音 波 変 換 器 が 設 け ら れ 、 か つ 、
治 療 用 超 音 波 変 換 器 が 、 該 治 療 用 超 音 波 変 換 器 の ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ エ レ メ ン ト と 、 該 治 療
用 超 音 波 変 換 器 の 超 音 波 領 域 の 温 度 焦 点 と の 間 の 距 離 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 「 フ ェ イ
ズ ド ア レ ー 」 タ イ プ の 変 換 器 で あ る 、
椎 間 板 疾 患 を 非 侵 襲 超 音 波 治 療 す る た め の 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
椎 間 板 は 、 外 部 繊 維 組 織 輪 、 椎 間 円 板 軟 骨 繊 維 輪 、 お よ び 粘 性 の 高 い 部 分 で あ る 内 部 髄 核
か ら な っ て い る 。 椎 間 板 は 緩 衝 器 と し て 機 能 し 、 ま た 、 椎 間 円 板 軟 骨 繊 維 輪 が 断 裂 し て 、
例 え ば 微 細 な 亀 裂 が 生 じ る と 、 椎 間 板 物 質 は 、 外 方 へ の 道 を 見 出 し 、 神 経 根 の 圧 迫 を も た
ら し 、 か つ 、 炎 症 反 応 を 誘 発 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
脱 出 椎 間 板 は 、 １ ９ ３ ０ 年 代 以 降 、 変 位 し た 椎 間 板 物 質 お よ び ／ ま た は 膨 張 し た 椎 間 板 の
一 部 を 摘 出 す る こ と に よ っ て 外 科 的 に 治 療 さ れ て き た 。 後 に 、 外 科 治 療 は 、 侵 襲 性 の 少 な
い 手 術 を 目 指 し て 進 歩 し 、 現 在 、 椎 間 板 物 質 の 切 除 に は 、 顕 微 鏡 技 法 お よ び 経 皮 的 技 法 が
使 用 さ れ て い る 。 外 科 治 療 に 代 わ る 方 法 は 、 椎 間 板 の 中 心 部 分 で あ る 髄 核 中 に キ モ パ パ イ
ン 酵 素 を 注 入 す る 化 学 的 核 溶 解 で あ る 。 キ モ パ パ イ ン 酵 素 は 、 髄 核 中 の 長 い プ ロ テ オ グ リ
カ ン 鎖 を 重 合 化 し 、 続 い て 吸 湿 性 を 喪 失 さ せ る た め 、 髄 核 中 の 体 積 お よ び 圧 力 が 減 少 し 、
ま た 、 椎 間 板 の 膨 張 部 分 が 縮 小 す る 。 こ の こ と は 、 化 学 的 核 溶 解 後 、 坐 骨 神 経 痛 患 者 の 苦
痛 が 緩 和 さ れ る こ と を 意 味 し て い る 。 こ の 方 法 は 、 ７ ５ ％ の 症 例 に お い て 苦 痛 が 緩 和 さ れ
る こ と が 証 明 さ れ て お り 、 ま た 、 費 用 効 果 の 高 い こ と が 十 分 に 立 証 さ れ て い る が 、 残 念 な
こ と に は 、 こ の 方 法 は 、 症 例 の 約 １ ％ に 重 篤 な ア レ ル ギ ー 反 応 を も た ら し て い る 。 開 発 の
次 の ス テ ッ プ は 、 好 ま し く は 、 苦 痛 が な く 、 感 染 の 危 険 が 回 避 さ れ た 、 か つ 、 入 院 す る こ
と な く 実 行 す る こ と が で き る 、 脱 出 椎 間 板 の 非 侵 襲 治 療 す な わ ち 非 侵 襲 療 法 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
組 織 を 温 熱 療 法 し 、 か つ 、 凝 固 さ せ る 方 法 の 場 合 、 強 度 の 強 い 収 束 超 音 波 を 使 用 し な け れ
ば な ら な い 。 超 音 波 は 、 軟 性 組 織 を 十 分 に 通 過 し 、 数 ミ リ メ ー ト ル の 表 面 内 の 遠 隔 ス ポ ッ
ト に 収 束 さ せ る こ と が で き る 。 組 織 内 で の エ ネ ル ギ ー 吸 収 に よ り 、 温 度 が 急 激 な 温 度 勾 配
で 上 昇 し 、 そ れ に よ り 処 置 を 施 す べ き 体 積 の 境 界 が 、 周 囲 組 織 に 何 ら 損 傷 を 与 え る こ と な
く 明 確 に 制 限 さ れ る （ Ｕ Ｓ 　 ５ 　 ２ ９ １ 　 ８ ９ ０ 、 Ｕ Ｓ 　 ５ 　 ５ ０ １ 　 ６ ５ ５ ） 。 脱 出 椎
間 板 の 超 音 波 治 療 す な わ ち 超 音 波 療 法 に つ い て は 既 に 知 ら れ て い る （ Ｅ Ｐ 　 ０ 　 ８ ７ ２ 　
２ ６ ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
椎 間 板 の 熱 療 法 す な わ ち 温 熱 療 法 は 、 Ｉ Ｄ Ｅ Ｔ と 呼 ば れ る 方 法 で 成 功 し て い る （ Ｕ Ｓ 　 ６
　 ０ ７ ３ 　 ０ ５ １ 、 Ｕ Ｓ 　 ６ 　 ０ ０ ７ 　 ５ ７ ０ 、 Ｕ Ｓ 　 ５ 　 ９ ８ ０ 　 ５ ０ ４ ） 。 こ の 方 法
の 場 合 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に は 、 カ ニ ュ ー レ に よ っ て 椎 間 板 中 に カ テ ー テ ル を 挿 入
し な け れ ば な ら な い 。 カ テ ー テ ル の 最 遠 部 に 、 無 線 周 波 数 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 加
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熱 さ れ る ス プ ー ル が 施 さ れ て い る （ Ｕ Ｓ 　 ５ 　 ７ ８ ５ 　 ７ ０ ５ ） 。 加 熱 温 度 を 、 カ テ ー テ
ル の 加 熱 エ レ メ ン ト が 位 置 付 け さ れ て い る 髄 核 中 で 約 ９ ０ ℃ ま で 上 昇 さ せ 、 約 １ ５ 分 間 、
治 療 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
収 束 超 音 波 を 使 用 し た 外 科 的 処 置 は 、 他 の 熱 技 法 に 優 る い く つ か の 利 点 を 有 し て い る 。 先
ず 第 １ に 非 侵 襲 性 で あ る こ と 、 第 ２ に 焦 点 を 移 動 さ せ る こ と が で き る こ と 、 そ し て 第 ３ に
数 秒 間 に わ た っ て エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る こ と が で き る こ と で あ る 。 超 音 波 の 限 界 は 、 超 音
波 が 骨 格 中 で 吸 収 さ れ て し ま う こ と 、 お よ び 、 ガ ス が 充 満 し た 通 路 を 介 し た 場 合 、 超 音 波
の 透 過 性 が 悪 く な る こ と で あ る 。 眼 科 外 科 、 泌 尿 器 科 学 お よ び 腫 瘍 学 で は 、 今 日 、 超 音 波
外 科 処 置 の 臨 床 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 主 と し て 使 用 さ れ て い る 。 超 音 波 の 効 果 は 、 熱 効 果 と
非 熱 効 果 の ２ つ に 分 類 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
超 音 波 の 熱 効 果 は 、 組 織 内 で の 超 音 波 吸 収 に よ る も の で 、 そ れ に よ り 熱 が 上 昇 す る 。 超 音
波 吸 収 に よ る 熱 の 上 昇 は 、 超 音 波 の パ ラ メ ー タ （ 周 波 数 お よ び 強 度 ） お よ び 組 織 の 音 響 特
性 に よ っ て 決 ま る 。 筋 骨 格 組 織 内 に お け る 超 音 波 吸 収 は 、 ア パ タ イ ト お よ び プ ロ テ イ ン 含
有 量 の 増 加 に 伴 っ て 増 加 す る 。 こ れ は 、 骨 格 、 軟 骨 、 腱 お よ び 靭 帯 で の 吸 収 が 大 き い こ と
を 意 味 し て い る 。 水 は 、 超 音 波 吸 収 能 力 に 劣 る た め 、 超 音 波 変 換 器 と 組 織 の 間 の 音 響 媒 体
と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 椎 間 円 板 軟 骨 繊 維 輪 （ コ ラ ー ゲ ン 含 有 量 が 大 き い ） 内 で は
、 髄 核 （ 水 分 含 有 量 が 大 き い ） 内 よ り 大 き い 超 音 波 吸 収 を 期 待 す る こ と が で き 、 そ の た め
、 椎 間 板 の 外 側 部 分 の 温 度 が 中 心 部 分 の 温 度 よ り 高 く な る 。 髄 核 の 温 度 が 十 分 な レ ベ ル に
到 達 し 、 か つ 、 椎 間 円 板 軟 骨 繊 維 輪 の 温 度 が 有 害 な レ ベ ル を 超 え な い よ う に す る た め に 、
超 音 波 は 複 数 の 超 音 波 源 か ら 伝 導 さ れ て い る 。 超 音 波 を 複 数 の 超 音 波 源 か ら 伝 導 さ せ る こ
と に よ り 、 超 音 波 領 域 を 互 い に オ ー バ ラ ッ プ さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 髄 核 内 で の 効
果 を 高 め 、 か つ 、 椎 間 円 板 軟 骨 繊 維 輪 を 含 む 周 囲 組 織 内 の 強 度 を 、 小 さ い 強 度 に 維 持 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 装 置 を 使 用 し て 、 椎 間 板 内 、 好 ま し く は 髄 核 内 の 所 望 の ポ イ ン ト
に あ る 超 音 波 変 換 器 の 超 音 波 領 域 の 温 度 焦 点 の 位 置 付 け を 容 易 に す る こ と で あ る 。 こ の 目
的 は 、 本 発 明 に よ る 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ の 特 徴 部 分 を 有 す る 装 置 に よ っ て 達 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 に 定 義 さ れ て い る 装 置 に よ り 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 の 超 音 波 領
域 の 温 度 焦 点 を 、 椎 間 板 内 、 好 ま し く は 髄 核 内 の 所 望 の ポ イ ン ト に 位 置 付 け し 、 か つ 、 維
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ に 略 図 で 示 す 治 療 装 置 １ は 、 １ つ ま た は 複 数 の 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ （ い わ ゆ る 治 療
用 変 換 器 ） に よ っ て 、 １ つ ま た は 複 数 の 超 音 波 領 域 ３ を 生 成 す る よ う に な さ れ て お り 、 そ
の １ つ ま た は 複 数 の 超 音 波 領 域 ３ の 温 度 焦 点 Ｆ は 、 治 療 を 施 す べ く 、 患 者 ４ の 椎 間 板 ５ 内
、 好 ま し く は 髄 核 ６ 内 に 位 置 付 け る べ く 意 図 さ れ て い る 。 図 １ に は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器
２ が １ つ し か 示 さ れ て い な い が 、 例 え ば Ｅ Ｐ 　 ０ 　 ８ ７ ２ 　 ２ ６ ２ の 場 合 の よ う に 、 複 数
の 変 換 器 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 位 置 を 測 定 す る た め の 複 数 の 、 好 ま し
く は ３ つ 以 上 の ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ ７ を 備 え て い る 。
よ り 詳 細 に は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ は 、 椎 間 板 ５ 内 に 存 在 す る コ ラ ゲ ナ ー ゼ な ど の 酵 素
を 活 性 化 さ せ 、 そ れ に よ り コ ラ ー ゲ ン お よ び プ ロ テ オ グ リ カ ン が 分 解 さ れ る よ う 、 髄 核 ６
内 の 温 度 を 局 部 的 に 上 昇 さ せ 、 そ れ に よ り 主 と し て 吸 湿 性 の 喪 失 に よ る 髄 核 ６ の 縮 小 を も
た ら す よ う に な さ れ て い る 。 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ は 、 そ の 超 音 波 領 域 ３ を 背 側 か ら 、 複
数 の 異 な る ポ ー ト か ら 同 時 に 伝 導 さ せ る こ と が で き る 。 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 焦 点 距 離
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、 す な わ ち 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ エ レ メ ン ト Ｇ と 温 度 焦 点 Ｆ と の 間 の
距 離 を 変 化 さ せ る こ と が で き る よ う に す る た め に は 、 前 記 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ は 、 複 数
の 小 型 圧 電 素 子 を 備 え た 「 フ ェ イ ズ ド ア レ ー 」 タ イ プ の 変 換 器 で な け れ ば な ら な い 。 こ れ
ら の 圧 電 素 子 を 異 な る 遅 延 で 励 起 す る こ と に よ り 、 収 束 超 音 波 領 域 ３ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
治 療 装 置 １ は 、 さ ら に 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ を 備 え て い る 。 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ は 、 治 療 の
間 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ が 位 置 付 け さ れ る 患 者 の 領 域 １ １ と 、 処 置 す べ き 椎 間 板 ５ 、 好
ま し く は 髄 核 ６ と の 間 の 患 者 の 組 織 １ ０ の 音 響 特 性 を 測 定 す る た め の 超 音 波 領 域 ９ を 生 成
す る よ う に な さ れ て い る 。 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ を 使 用 し た こ の 「 飛 行 時 間 」 測 定 が 実 行 さ
れ 、 前 記 領 域 １ １ と 髄 核 ６ と の 間 の 距 離 、 組 織 の 厚 さ 、 お よ び 異 な る 組 織 層 の 厚 さ が 測 定
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
通 過 す る 組 織 １ ０ は 、 皮 膚 、 脂 肪 、 筋 肉 お よ び 椎 間 円 板 軟 骨 繊 維 輪 の 前 記 順 に な っ て い る
。 超 音 波 の 減 衰 は 、 組 織 の タ イ プ に よ っ て 異 な る た め 、 こ の 情 報 は 、 患 者 に よ る サ イ ズ お
よ び 組 織 構 成 の 相 異 を 補 正 す る た め に 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
診 断 超 音 波 変 換 器 ８ は 、 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ の 位 置 を 測 定 す る た め の 複 数 の 、 好 ま し く は
３ つ 以 上 の ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ １ ２ を 備 え て お り 、 モ ニ タ １ ３ に 前 記 組 織 １ ０ の
像 を 生 成 す る た め に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 治 療 装 置 １ は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ を ナ ビ ゲ ー ト す る た め の 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン
グ 装 置 １ ４ を 備 え て い る （ Ｕ Ｓ 　 ５ 　 ７ ７ ２ 　 ５ ９ ４ ） 。 こ の 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置
１ ４ は 、 処 置 領 域 １ ６ の 解 剖 構 造 １ ７ の 少 な く と も １ 枚 の 写 真 ま た は 像 を モ ニ タ １ ３ 中 に
生 成 す る よ う に な さ れ た 、 少 な く と も １ 台 の 診 断 カ メ ラ １ ５ を 備 え て い る 。 診 断 カ メ ラ は
、 異 な る 方 向 か ら 、 好 ま し く は ９ ０ ℃ の 中 間 角 度 で 、 処 置 領 域 １ ６ の 解 剖 構 造 １ ７ の ２ 枚
の 写 真 を 取 り 、 か つ 、 こ れ ら の 写 真 を モ ニ タ １ ３ に 表 示 す る Ｘ 線 カ メ ラ １ ８ で あ っ て も 良
い 。 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 位 置 お よ び 方 向 の 実 時 間 像 す な わ ち 写 真 を モ ニ タ １ ３ に 得 る
た め に 、 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 １ ４ に は 、 Ｘ 線 カ メ ラ １ ８ が 光 学 ア ナ ロ グ ／ デ ィ ジ タ
ル 変 換 器 と 共 に 使 用 さ れ て い る （ Ｕ Ｓ 　 ６ 　 ０ ２ １ 　 ３ ４ ３ 、 Ｕ Ｓ 　 ５ 　 ８ ３ ４ 　 ７ ５ ９
、 Ｕ Ｓ 　 ５ 　 ３ ８ ３ 　 ４ ５ ４ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
Ｘ 線 カ メ ラ １ ８ は 、 Ｘ 線 カ メ ラ １ ８ の 対 物 レ ン ズ の 前 面 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 相 互 距 離 が 分
か っ て い る マ ー カ ２ ０ を 有 す る 較 正 装 置 １ ９ 、 例 え ば 較 正 フ ー ド （ ｈ ｏ ｏ ｄ ） を 備 え て い
る 。 マ ー カ ２ ０ は 、 円 形 で あ っ て も 良 く 、 ま た 、 例 え ば タ ン タ ル 製 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 １ ４ は 、 さ ら に 、 処 置 領 域 １ ６ に 対 す る 測 定 な い し 決 定 位 置 す
な わ ち 固 定 位 置 を も た ら す べ く 、 脊 椎 ２ ２ の 棘 状 突 起 ２ ３ あ る い は 対 応 す る 位 置 に 取 り 付
け る よ う に な さ れ た 基 準 装 置 ２ １ を 備 え て い る 。 基 準 装 置 ２ １ は 、 複 数 の 、 す な わ ち ３ つ
以 上 で あ る こ と が 好 ま し い ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ ２ ４ を 備 え て い る 。 こ れ ら の ポ ジ
シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ ２ ４ は 、 タ ン タ ル 製 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 １ ４ は 、 信 号 受 信 お よ び ／ ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト ２ ５
を 備 え て い る 。 信 号 受 信 お よ び ／ ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 そ れ ぞ れ 治 療 用 超 音 波
変 換 器 ２ 、 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ お よ び 基 準 装 置 ２ １ の ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ ７ 、 １
２ お よ び ２ ４ か ら の 反 射 信 号 あ る い は そ の 他 の 信 号 を 受 信 す る た め の 、 適 切 な 数 の 信 号 レ
シ ー バ ２ ６ 、 ２ ７ を 備 え て い る 。 信 号 受 信 お よ び ／ ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 最 終
的 に は 前 記 ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ ７ 、 １ ２ お よ び ２ ４ へ 信 号 を 送 信 す な わ ち 伝 送 す
る た め の １ つ ま た は 複 数 の 信 号 ト ラ ン ス ミ ッ タ ２ ８ を 備 え る こ と が で き る 。 ポ ジ シ ョ ン ・
ト ラ ン ス ミ ッ タ ７ 、 １ ２ お よ び ２ ４ は 、 こ れ ら の 信 号 を 受 信 す る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ ７ 、 １ ２ お よ び ２ ４ か ら 伝 送 さ れ る 信 号 は 、 例 え ば 赤 外 光 の
形 態 に す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 信 号 レ シ ー バ ２ ６ 、 ２ ７ を 赤 外 光 レ シ ー バ に す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
治 療 装 置 １ は 、 さ ら に 、 少 な く と も １ つ の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム す な わ ち ソ フ ト ウ ェ
ア を 備 え た コ ン ピ ュ ー タ ２ ９ を 備 え て い る 。 ソ フ ト ウ ェ ア は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 超
音 波 領 域 ３ の 温 度 焦 点 Ｆ を 、 処 置 を 施 す べ き 椎 間 板 ５ 内 、 好 ま し く は 髄 核 ６ 内 に 出 現 さ せ
る こ と が で き る よ う 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ エ レ メ ン ト Ｇ の 適 切 な 設
定 値 を 、 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ に よ っ て 測 定 さ れ る 音 響 特 性 に 基 づ い て 計 算 す る よ う に 設 計
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
別 法 と し て 、 あ る い は 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 前 記 設 定 値 と 組 み 合 わ せ て 、 前 記 プ ロ グ ラ
ム す な わ ち ソ フ ト ウ ェ ア に 、 処 置 を 施 す べ き 椎 間 板 ５ 内 、 好 ま し く は 髄 核 ６ 内 に 前 記 温 度
焦 点 Ｆ が 出 現 す る よ う 、 前 記 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 １ ４ に よ っ て 治 療 用 超 音 波 変 換 器
２ を 位 置 付 け る こ と が で き る よ う に 、 前 記 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ に 対 す る 治 療 用 超 音 波 変
換 器 ２ の 超 音 波 領 域 ３ の 温 度 焦 点 Ｆ の 位 置 を 、 そ の 焦 点 特 性 の 観 点 か ら 、 前 記 音 響 特 性 お
よ び 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 設 定 値 に 基 づ い て 計 算 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
コ ン ピ ュ ー タ ２ ９ は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ に よ っ て も た ら さ れ る 髄 核 ６ の 温 度 上 昇 を 測
定 す る こ と が で き る よ う 、 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ に よ っ て 測 定 さ れ る 音 響 特 性 に 基 づ い て 、
温 度 焦 点 Ｆ に お け る 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 超 音 波 領 域 ３ の 効 果 を 計 算 す る よ う に 設 計 さ
れ た プ ロ グ ラ ム （ ソ フ ト ウ ェ ア ） を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 （ ａ ） ト ラ ン ス ミ ッ タ ・ エ レ メ ン ト Ｇ に 対 す る 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 温 度 焦 点 Ｆ
の 位 置 、 お よ び （ ｂ ） 前 記 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ に よ っ て 生 成 さ れ る 前 記 温 度 焦 点 Ｆ に お
け る 加 熱 効 果 を 較 正 す る た め の 較 正 ユ ニ ッ ト ３ ０ を 治 療 装 置 １ に 備 え る こ と も で き る 。 較
正 ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 人 体 組 織 の 音 響 特 性 と 類 似 し た 音 響 特 性 を 有 し て お り 、 ま た 、 複 数 の
サ ー モ エ レ メ ン ト ３ １ を 備 え て い る 。 そ れ に よ り 較 正 ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 前 記 温 度 焦 点 Ｆ の
位 置 お よ び 効 果 を 測 定 し 、 較 正 す る こ と が で き る 。 サ ー モ エ レ メ ン ト ３ １ は 、 略 図 で 示 す
測 定 機 器 ３ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
椎 間 板 ５ 、 好 ま し く は 髄 核 ６ の 治 療 に 先 立 っ て 、 患 者 ４ の 脊 椎 ２ ２ に 基 準 装 置 ２ １ が 位 置
付 け さ れ 、 ま た 、 較 正 ユ ニ ッ ト ３ ０ 中 で 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ お よ び 診 断 超 音 波 変 換 器 ８
が 較 正 さ れ る 。 次 に 、 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ に よ っ て 組 織 が 分 析 さ れ る 。 診 断 超 音 波 変 換 器
８ の ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ １ ２ が 、 信 号 を 介 し て 信 号 レ シ ー バ ２ ６ 、 ２ ７ と 協 働 し
て い る 間 、 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 １ ４ に よ っ て 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ を ナ ビ ゲ ー ト す る
こ と が 好 ま し い 。 モ ニ タ １ ３ に 、 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ に よ っ て 生 成 さ れ る 組 織 像 を 映 し 出
す こ と が で き 、 ま た 、 前 記 診 断 超 音 波 変 換 器 ８ を 使 用 し て 測 定 さ れ た 組 織 の 値 を 利 用 し て
、 焦 点 距 離 お よ び 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の 効 果 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
患 者 ４ の 椎 間 板 ５ 部 分 の 解 剖 構 造 １ ７ の ２ 枚 の Ｘ 線 写 真 が 取 ら れ 、 モ ニ タ １ ３ に こ れ ら の
Ｘ 線 写 真 が 映 し 出 さ れ る 。 次 に こ れ ら の Ｘ 線 写 真 か ら 、 較 正 装 置 １ ９ の マ ー カ ２ ０ に よ っ
て 、 椎 間 板 ５ に 対 す る 基 準 装 置 ２ １ の ポ ジ シ ョ ン ・ ト ラ ン ス ミ ッ タ ２ ４ の 位 置 が 測 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
椎 間 板 ５ 、 好 ま し く は 髄 核 ６ を 治 療 し て い る 間 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ は 、 信 号 受 信 ま た
は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト ２ ５ に よ っ て ナ ビ ゲ ー ト さ れ 、 そ の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン の 様 子 が Ｘ 線 写 真
す な わ ち モ ニ タ １ ３ の 像 に 映 し 出 さ れ る 。 こ れ は 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ の ポ ジ シ ョ ン ・
ト ラ ン ス ミ ッ タ ７ が 、 信 号 を 介 し て 信 号 受 信 ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト ２ ５ の 信 号 ト ラ ン ス
ミ ッ タ ２ ６ と 協 働 し て い る 間 、 遂 行 さ れ る 。 前 記 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン に よ り 、 治 療 用 超 音 波 変
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換 器 ２ の 超 音 波 領 域 ３ の 温 度 焦 点 Ｆ が 、 椎 間 板 ５ 内 、 好 ま し く は 髄 核 ６ 内 に 位 置 す る よ う
に 、 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ を 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 温 度 焦 点 Ｆ の 温 度 は 、 ４ ５ ℃ を
超 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ に 対 し て 患 者 ４ が 正 し く な い 位 置 へ 移 動 し 、 あ る い は 患 者 ４ に 対 し
て 治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ が 正 し く な い 位 置 へ 移 動 す る と 、 自 動 的 に 治 療 を 中 断 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 は 、 上 で 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 の
範 囲 内 で 様 々 な 変 更 が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 例 え ば 治 療 を 施 す 椎 間 板 ５ は 、 人 体 の い
か な る 板 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
診 断 カ メ ラ １ ５ は 、 前 記 解 剖 構 造 １ ７ の 像 を 生 成 す る よ う に な さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮
影 （ Ｃ Ｔ ） ス キ ャ ナ で あ っ て も 良 く 、 ま た 、 生 成 さ れ た 像 を コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム す
な わ ち ソ フ ト ウ ェ ア で 処 理 し 、 モ ニ タ １ ３ に 三 次 元 像 を 映 し 出 す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
治 療 用 超 音 波 変 換 器 ２ は 、 治 療 を 施 す べ き 椎 間 板 ５ に 対 し て 手 動 で 位 置 決 め し 、 あ る い は
位 置 決 め の た め の 位 置 決 め 装 置 ３ ３ に 設 置 す る こ と が で き る 。
ま た 、 光 学 ナ ビ ゲ ー テ ィ ン グ 装 置 １ ４ の 信 号 受 信 ま た は 信 号 送 信 ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 Ｘ 線 装
置 で あ っ て も 良 い こ と に 言 及 し て お く 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 構 造 実 施 形 態 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 装 置 の 一 部 を 形 成 す る 較 正 装 置 を 示 す 略 図 で あ る 。
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